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下大和田・小山町谷津田だより －2022 年 ２月号 No.240 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞                          写真：田中正彦 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
第 264 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い＆生物多様性ってなあに 

「いのちのにぎわいとつながり連続講座」第 1回「イノシシ被害が増えています」 

 2022 年 １月 ９日（日）晴れ                     報告：佐藤遥 

今年一番最初の活動は自然観察会でした。千葉市猟友会の相川さんをお招きして下

大和田周辺地域に出没するイノシシのお話を聞きながら YPP の拠点から下流の鹿島川

本流までの下大和田谷津田を野鳥の観察もしながら散策しました。 

猟友会の相川さんは下大和田町の出身の方で下大和田谷津田にも詳しく昔は二反田

と呼ばれていたこの辺りの耕作放棄地の小川でメダカ取りなどしていたそうです。猟

友会ではイノシシの罠などの設置もこの周辺を担当しているそうで、どの様な場所に

仕掛けるか、どんな場所を通るか、もっと大きな範囲でどこをねぐらにして移動を行

っているかなど地図を用いて丁寧に説明してくれました。罠も実際に見せて頂いただ

きました。 

冬のこの時期しか行く事の出来ない鹿島川本流までの自然観察会ルートの中間地点

でねぐらと思われるポイントも立ち寄ったり、葦原のイノシシの通り道を観察してみ

たりしながら本流との合流地点から折返して戻ってきました。 

午後は 1度解散した後、今回参加の運営委員のみなさんと伊勢戸銘木店で持参のお

弁当を食べたてから近隣の道路のごみ拾いをみんなで行いました。 

確認した野鳥 23 種                        参加者 14 名（大人 13 名、小学生１名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

 森と水辺の手入れ「畦の補修」 2022 年 １月１６日（日）晴れ       報告：平沼勝男 
畦の補修を実施しました。 

補修に入る前に全員で畦の現在の状況の確認と、補修についての説明をしました。

ついでにの川の水位を左右する、花沢さん田んぼ横の水路の見学と、水位の調整につ

いて話し合いました。 

畦の補修は２か所です。川に接する緑米田んぼの川側と、同じく緑米田んぼの水路

側です。この二つの畦は、補修に至る原因が異なります。緑米田んぼの川側が永年、

田んぼ側からの水の流出が原因で畔が細り、且つ低くなってしまいました。 

最近では雨のたびに田んぼからの水がここを乗り越えて川に入るようになっていま

す。川側に長さ 1.8ｍの丸杭 15 本と１ｍの角杭４本の計 19 本を、おおよそ 10 ㎝間隔

で打ち込みました。杭を入れた場所はもとの畦のあった場所を想定しています。 

畔と杭の並びの隙間には土のうを入れました。こうすることで畔の幅は以前のもの

に復元されました。さらに、板を入れて、泥を畔の上に乗せて高さを増しました。あ

とは乾けば完成です。杭はすべて切らずに打ち込みました。特に 1.8ｍの丸杭 15 本の

ガードは固く、丈夫な畔になってくれると思います。               参加者５名（大人５名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

臨時森と水辺の手入れ「屋根の修理」 2022 年 １月２２日（土）晴れ     報告：田中正彦 
昨年 12 月 22 日のキノコのほだ木伐採時に壊れた、道具小屋

の屋根修理を実施しました。 

２本の折れた梁を交換し、廃材を使って破壊された横壁を作

り直しました。最後にトタンを張り、作業開始から２時間ちょ

っとで修理を終えました。     参加者３名（大人３名） 

＜小山町での活動＞ 

☆１月期の活動  報告：たんぽぽ 

○小学校の味噌仕込み危うし！それでもお味噌は造る方向で模索！ 
コロナ禍第４波が落ち着いて安心していたのも束の間、新たな変異株の来襲に伴って、1 月 21 日～2 月 13 日の

予定で県内全域に蔓延防止等重点措置が適用されました。県内小学校にも学級閉鎖措置がとられた例も目立ち始め、

残念ながら今年度も子供たちの味噌仕込み体験は中止することとなりました。 
それでも、子どもたちにお味噌を届けたい！という思いは、先生方もスタッフも一緒でした。先生方とスタッフ

で味噌仕込みを行い、その様子の動画とともに子供たちにお味噌を届けられないか模索しています。１月 29 日には

before after 



大網の藤屋さんに糀にするお米を託し、スタッフの体調・行動管理の厳格化が進められています。無事、この難局

を乗り越えられますように！ 
○第 200 回 小山町 YPP、田作り(畦の整備２) 1 月 15 日（土） 
１月に入ると小山では田んぼが凍る日々が続いていました。６日には 10cm 近い積雪もあり、すっかり冬の静け

さに落ち着いている最中にありました。田んぼも畦も至る所が凍っていて、鍬が入らない状態でしたが、山からの

湧き水の通る、おおほたる田んぼ山側の水路は凍りません。そこで、湧き水が田んぼにうまく回る様に、その水路

の整備を行いました。例年２月には赤ガエルの産卵も始まります。水回しと水漏れ対策をしっかり施して、その時

を迎えたいものです。                             参加者２名（大２人名） 
【谷津田・季節のたより】 

＜下大和田町＞ 報告：田村光範 
１月 ６日  田んぼに雪が積もる。稲株に雪が乗って白ウサギのように見える。 

１月１４日  エナガの群れが杉林の中で樹皮に生みつけられ虫の卵をついばんでいた。 

１月１７日  イノシシ侵入、ＹＰＰオダ小屋脇から侵入して、マイ田んぼの方まで広く畔を壊される。 

１月１９日  耳を澄ますとカサカサとアカハラの落ち葉返しの音が静かな谷津田に聞こえてきた。 

１月２９日  アカガエルを畔近くで見かける。そろそろ産卵が近いのかな？ 

＜小 山 町＞  報告：赤シャツ親父 

１月前半～半ば ６日の積雪以降、次第に寒さ緩み、16 日は暖かく感じる朝、冬鳥レギュラーは漏れなく現れ

漫ろに活動。コゲラが老木を盛んに叩く音が響く。18 日朝は田んぼ脇の道にトラツグミがちょ

こんと鎮座。おもむろに動いては、路地わきの落ち葉下を盛んに索餌。 
１月後半    19 日には寒さが戻り 22 日には全面凍結していた田んぼ、以降、次第に寒さ緩み、28 日に田

んぼの氷はほぼ解けた。29 日朝は穏やかな晴れ、エナガ、カシラダカ、アオジ、シジュウカラ

は群れで飛来、カケスが騒がしく登場、モズは枝と田んぼを何度も往復。 
【イベントのお知らせ】 

主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
＜下大和田谷津田＞        

・森と水辺の手入れ（実施日注意） 

日 時：2022 年 ２月１９日（土） ９時 45 分～１２時 雨天中止 

内 容：ほだ木にシイタケなどキノコ類の植菌作業を行います。 

持ち物：マスク着用、長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、バッテリー式電動ドリル（あれば）  
参加費：無料 
・第 266 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 
日 時：2022 年 ３月 ６日（日）９時 45 分～１２時 雨天決行 
内 容：ニホンアカガエルの卵塊数カウントをしながら春の兆しを求め、谷津田を巡ります。 

持ち物：マスク着用、筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴(通常の)、帽子、あれば双眼鏡、ゴミ袋、 
午後も活動する方は弁当、敷物 

参加費：100 円（小学生以上） 

＜小山町谷津田＞ 

・第 201 回 小山町 ＹＰＰ「畦の整備３」  
来年度の米作りを前に冬の間、十分時間をかけてしっかりと田作りを行います。 
日 時 :2022 年 ２月２６日（土）１０時 00 分～ ☆小雨決行 

場 所 : りんどう広場 

※ 一般の方の参加も若干名受付ます。 

参加ご希望の方は、tomizo_i@nifty.com 赤シャツ親父 までご連絡下さい。 
＜その他＞ 

・生物多様性ってなあに「いのちのにぎわいとつながり連続講座」第２回 

初めての谷津田 キックオフフォーラム 
日 時：2022 年 ２月２６日（土） １３時 30 分～１５時 50 分 
基調講演：つながる 生物多様性の大切さ（講師：原慶太郎さん＜東京情報大学教授＞） 
その他：保全活動紹介，谷津田クイズなど 
会 場：損保ジャパン千葉ビル 1 階 第一会議室（千葉市中央区千葉港 ８－４） 
参加費：無料 
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